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1. はじめに 
1.1. 契約について 
• この業務に係る見積価格上限額（5 年間リース料総額）は１２８，７７４，

０００円（消費税及び地方消費税の額を含む。）となっていることから、積算に

あっては見積価格上限額の範囲内とすること。 

• 受注予定者と当該業務について協議を行い、内容について合意の上、当該業

務仕様書を作成するものとし、その仕様書に基づく見積書を徴収し随意契約の

方法により契約を締結する。契約は、本学、受注予定者、リース会社によるリ

ース契約とする。 

• 施工業者がリース会社に対する売主であることの確認及び本仕様書に基づ

き施工し完成した目的物に対する保証について、本学、施工業者で覚書を取り

交わす。 

 
1.2. 提案書について 
・ 提案書は日本語で記述すること 
・ 提案書には通しでページ番号をつけること 
・ 提案書には目次をつけること 
・ 提案システムが本仕様書の要求要件に示された各要件をどの程度満たして

いるか、あるいはどのように実現するか具体的に且つ分かり易く対応付けを

行いながら記載すること 
・ 提案システムが要求要件を満たしているか否かについては技術審査によっ

て判定する 
・ 提案システムが提案時点で既に製品化されていることは条件としない。ただ

し、提案時点で製品化されていない物品は、技術的要件を満たす旨の説明書、

開発計画書、納期に間に合うことの根拠を十分に説明できる資料及び証明を

書面で担保すること。この適否は技術審査による。 
・ 提案書には下記項目を明確に記載すること。 
 システム全体構成・設計 
 ハードウェアの仕様と機能 
 ソフトウェアの仕様と機能 
 具体的な性能データ 
 個々の要求要件を満たすための方策 
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 要件を上回る付加価値機能や性能 
 マニュアルの種類とその記述言語の種類及び提供方法 
 運用・保守・支援体制 
 移行を短期間で円滑に進める必要があることから、その作業日程と体制。

供給者側の作業と本学側の作業をそれぞれ明確にすること 
 機器ごとの諸元表 
 照会先 
 本調達の見積書 

 
1.3. 導入に関する留意事項 
・ 導入システムは 2022 年 9 月 1 日 から運用を開始することを目標とする 

 半導体不足等の影響により機材の納品が遅れたとしても 2023 年 3 月 1
日までに運用を開始できるようにすること 

 
1.3.1.  仕様改定について 
本仕様書について、要件の矛盾等により仕様訂正が必要であると本学が認め

る場合がある。質問がある場合には参加表明書提出の締切日までに行うこと。 
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2. 更改対象の端末一覧表 
更改対象となる機材とシステムの一覧をそれぞれ表 1-1,表 1-2 に示す。また、本

調達にて使用可能な本学所有の仮想化サーバのリソースを表 1-3 に示す。 

 
表 1-1 端末と付属品の一覧 
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表 1-2 移行対象のシステムと現行のサーバ情報 

 
表 1-３ 仮想化基盤の情報 

 
2.1.1.  認証設備更改について 
既設の認証基盤システムである EXGEN LDAP Manager にてマスターデー

タの管理を行う。  
 
2.1.2. プリンタ設備の継続利用について 
プリンタは既設設備(LBP322i, LBP853Ci)を利用する。プリンタはそれぞれ

固定 IP が割り当てられている。本調達で新たに設置する教室端末においても、

起動時に各教室に設置されているプリンタがデフォルトのプリンタとして割り

当たるように設定すること。 
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3. 本システムの調達機器と要件について 
本章に係る項目に要する費用は全て本調達に含まれる。 

 
3.1. 教室端末一式 
3.1.1. 教室用端末 A (学生端末) 
・ 設置場所は G201. G202, F104, 就学支援室 
・ CPU は Intel Core i5 Comet Lake(第 10 世代) 以降の性能であること。ま

た、64bit 版の OS を動作できること。 
・ メモリを 8GB 以上備えること 
・ BIOS あるいは UEFI により本体設定の変更に制限がかけられること 
・ WOL(Wake On LAN)機能を備えること 
・ 下記の組み合わせにて、同時に 2 系統以上の画面出力ができること 
 HDMI(ver2.0 以上)1 ポート+ DisplayPort 1 ポート 

・ デジタルディスプレイ接続時に、同時表示 1677 万色以上で最大画素数が

1920x1080 以上のグラフィック表示ができること 
・ SATA もしくは NVMe に対応した記憶容量 256GB 以上の内蔵フラッシュ

メモリディスク(以下 SSD)を備えること 
・ USB Type-A (バージョン 3.2 以上)を 4 ポート以上備えること 
 前面に USB Type-A (バージョン 3.2 以上)インターフェースを 1 ポート

以上備えること[持ち込み USB メモリ, マイコンキット接続用] 
 背面の USB Type-A (バージョン 3.2 以上)インターフェースを合計３ポ

ート以上備えること[キーボード, マウス, カメラ用] 
・ USB Type-C (バージョン 3.2 以上)インターフェースを 1 ポート以上備え

ること 
・ 有線 LAN (1000BASE-T)に対応した RJ45 インターフェースを備えること 
・ 前面からアクセスしやすい位置にステレオミニジャックによるヘッドフォ

ン出力ポート及びマイク入力ポートを備えること 
 ヘッドフォン及びマイクロフォンが一体化されたポートでもよい 

・ 本体ケースのサイズは横置きの状態で高さ 55(mm), 幅 200(mm) 奥行き

200 (mm)を超えないこと 
・ D-SUB9pin 16550A 互換の RS232C シリアルインターフェースを備えるこ

と 
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 USB 変換ケーブルによる提案についても認めるが、本学の授業で利用

する「H8 マイコン実験キット(アドウィン社)」と提案する教室端末と実

験キット間の通信および制御が正しく動作することが確認できた製品

を選定すること。なお、2017 年に USB-RSA Q5(アイ・オー・データ機

器社)で検証を行った結果、Tera Term による通信には成功したが、サー

ボモーターユニットが正常に回転しないという事象を確認している。も

し USB 変換ケーブルで実験キットの制御が正しく動作ない場合には、

RS232Cシリアルインターフェースを備える教室端末に交換するなどの

処置を行い、H8 マイコン実験キットによる授業の実施に支障がでない

ようにすること 
・ Microsoft windows 11 の動作要件を満たすこと 
 
3.1.2. 教室用端末 B (機械学習用) 
・ 設置場所はプロジェクトルームと H102 
・ CPU は Intel Core i5 Comet Lake(第 11 世代) 以降の性能であること。ま

た、64bit 版の OS を動作できること。 
・ メモリを 16GB 以上備えること 
・ SATA もしくは NVMe に対応した記憶容量 25０GB 以上の内蔵フラッシュ

メモリディスク(以下 SSD)を備えること 
・ Nvidia GeForce RTX 3060 シリーズを備えること 
・ BIOS あるいは UEFI により本体設定の変更に制限がかけられること 
・ WOL(Wake On LAN)機能を備えること 
・ 下記の組み合わせにて、同時に 2 系統以上の画面出力ができること 
 HDMI(ver2.0 以上)1 ポート+ DisplayPort 1 ポート 

・ USB Type-A (バージョン 3.2 以上)を 4 ポート以上備えること 
 前面に USB Type-A (バージョン 3.2 以上)インターフェースを 1 ポート

以上備えること[持ち込み USB メモリ用] 
 背面の USB Type-A (バージョン 3.2 以上)インターフェースを合計３ポ

ート以上備えること[キーボード, マウス, カメラ用] 
・ USB Type-C (バージョン 3.2 以上)インターフェースを 1 ポート以上備え

ること 
・ 有線 LAN (1000BASE-T)に対応した RJ45 インターフェースを備えること 
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・ GPU 盗難防止のためにワイヤーロックなどで筐体に鍵をかけられること 
 
3.1.3. 教室用端末 C (全教室の教卓用) 
・ 設置場所は B101, B102, B201, B202, B203 , B204 , G201, G202, H102, 

F203, F204, B301, B302, B303, B304 教室 
・ 下記いずれかの組み合わせにて、同時に 3 系統以上の画面出力ができること 
 HDMI(ver2.0 以上)1 ポート+ DisplayPort ２ポート 
 HDMI(ver2.0 以上)2 ポート+ DisplayPort 1 ポート 

・ 光ディスク装置を備え、本体に内蔵もしくは一体化すること 
 CD-ROM 媒体は最大 24 倍速以上、DVD-ROM 媒体は最大 8 倍以上で

読み込み可能であること 
・ 本体の配色を含め、そのほかの要件は教室用端末 A と同等であること 
 
3.1.4. ディスプレイ [ワイド] (全教室端末、教卓端末)  
・ 入力インターフェースとして DisplayPort と HDMI 入力をそれぞれ備える

こと 
・ 教室用端末、教卓用端末と DisplayPort で接続すること 
・ 本体の配色は教室用端末 A,B,C とそろえること 
・ 縦横比は 16:9 または 16:10 とすること 
・ 横 1920 ピクセル以上、縦 1080 ピクセル以上の画素数を有すること 
・ 対角 23.8 インチ以上の表示エリアを有すること 
・ 最大同時表示色が 1677 万色以上であること 
・ LED バックライトを用いていること 
・ 応答速度は７ミリ秒以下であること 
・ 各教室の決められた場所に設置すること 
・ 画面の上下角度調整(チルト)ができること 
 上方向 15°以上, 下方向 5°以上 

 
3.1.5. ディスプレイ用のケーブル (全教室端末、教卓端末)  
・ 各教室端末および教卓端末とディスプレイは DisplayPort を用いて接続す

ること 
 DisplayPort ケーブル(1m 以上)を全端末分用意すること 
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3.1.6. キーボード(全教室端末、教卓端末) 
・ 日本語 109 キーボードであること 
・ Windows キーを備えること 
・ かな文字キーを備えること 
・ 教室用端末及び教卓用端末背面の USB ポートへ有線接続すること 
・ PS/2 インターフェースのキーボードは提案しないこと 
 
3.1.7. マウス(全教室端末、教卓端末) 
・ レーザ方式であること 
・ 光沢机でマウスパッド無しに操作が可能であること 
・ 教室用端末及び教卓用端末背面の USB ポートへ有線接続すること 
・ PS/2 インターフェースのマウスは提案しないこと 
 
3.1.8. ヘッドフォン(全教室端末、教卓端末) 
・ 既設設備である HS-NB05SV (エレコム社)と同等以上の性能であること 
・ 教室端末の音声入出力インターフェースに合わせたミニプラグ(3.5mm)を

備えること 
 ヘッドフォンとマイク一体型のプラグもしくは分岐型のプラグ 

・ 全ての教室用端末に接続すること 
 
3.1.9. Web カメラ(全教室端末、教卓端末) 
・ 全ての教室用端末に USB インターフェースで接続すること 
・ 性能は LifeCam HD-3000(マイクロソフト社)相当であること 
 画素数 400 万画素以上 
 デジタルズーム 4 倍以上 
 重さ 100g 以内 
 ワイドスクリーン映像(16:9)に対応 

 
3.1.10. 施錠用ワイヤーロック(全教室端末、教卓端末) 
・ 既設環境と同様に、教室用端末及び教卓用端末、ディスプレイを教室什器に

巻き付けて施錠を行うこと 
・ 既設教室と同じエレコム社の ESL-7CS を用意すること 
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 既設のワイヤーロックと同じ鍵が利用できること 
 具体的な鍵番号については受注後に確認すること 

 B101, 102, B201～B204, F104 教室は既設のワイヤーロックをそのまま

しようすること 
 H102, B301～B304 教室は本調達で新たに用意すること 
 数量については表 1-1 を参照すること 

 
3.1.11. 教室端末 B GPU 盗難防止のための鍵(ワイヤーロックなど) 
・ 教室端末 B の筐体内から GPU の抜き取りを防止するための鍵を用意し、教

室端末 B へ備え付けること 
 数量については表 1-1 を参照すること 

 
3.1.12. ケーブルタイ・結束バンド (全教室端末、教卓端末) 
・ 教室端末、教卓端末、ディスプレイのケーブル類が絡んだりしないように、

端末毎にタイラップやケーブルタイなどでまとめること 
・ 新棟の PC 教室のみ、LAN ケーブルをケーブルタイでまとめないこと 
 
3.1.13. 教卓用 HDMI/VGA 変換アダプタ、 HDMI ケーブル等 (24 セット) 
各教室の既設教卓環境では、持ち込み PC(画面出力 D-Sub)をプロジェクター

に接続するために VGA(D-Sub メス)を備えている。持ち込み PC(画面出力

HDMI タイプ A メス)から各教室に備えているプロジェクターに接続を行い、

スクリーンへ画面の出力を可能にする教卓上のケーブル構成を提案し、構築す

ること。想定している構成例は図 3-1、図 3-2 に示す。 
・ 要件 
 持ち込み PC に接続する HDMI(オス)ケーブルの長さは２ｍであること 
 持ち込み PC から出力される HDMI 信号を VGA に変換できること 
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図 3-1 構成例 1 

 
図 3-2 構成例 2 

 
3.1.14. 教卓用 VGA 切替機 (6 個) 
・ VGA の入力インターフェース 3 つ以上であること 
・ VGA の出力インターフェースが 1 つあること 
・ 出力する画面の切り替えはダイヤル式であること 
 切り替えにボタン式の製品は提案しないこと 

 
3.1.15. H102(新棟教室用) HDMI ケーブル 
・ 持ち込みノート PC 接続用に(HDMI タイプ A オス-オス)の 2m 程度 の

HDMI ケーブルを用意すること 
 

3.2. PC 教室端末管理システム一式 
・ 教室用端末及び教卓用端末はネットブート・配信ソフトウェアにより管理す

ること 
 
3.2.1. 教室および教卓端末の管理システム (ネットブート・配信ソフトウェア) 
・ ネットブート・配信システムは起動の高速化、更新作業効率化及び信頼性の
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観点から、AMS Z!BootOS(ソフト・オン・ネットジャパン株式会社)、CO-
Colors ほたて(株式会社 シー・オー・コンヴ)、V-Boot(株式会社アルファシ

ステムズ)の何れかを提案および導入すること 
・ V-Boot(株式会社アルファシステムズ)は端末側にディスクイメージをフル

キャッシュする必要があるため、教室用端末 A, B, C の記憶容量が 256GB
では明らかに不足する。したがって V-Boot を提案する場合には教室用端末

A, B, C の記憶容量を下記の条件を満たした提案を行うこと 
 SATA もしくは NVMe に対応した記憶容量 512GB 以上の内蔵フラッシ

ュメモリディスク(以下 SSD)を備える 
・ ネットブート・配信ソフトウェアは、教室端末においてそれぞれの OS が 90

秒以内に起動するように設計、提案、構築を行うこと 
・ ネットブート・配信ソフトウェアはそれぞれの提供元である企業(ソフト・

オン・ネットジャパン株式会社、株式会社 シー・オー・コンヴ、株式会社

アルファシステムズ)に所属する技術者が設計、構築に携わること 
 
3.2.2. 教室端末の管理用サーバ[物理]  
・ 物理サーバにて構成し、サーバ OS の仮想化は行わないこと 
・ サーバの物理故障を考慮し、単一サーバではなく複数台での冗長構成とする

こと 
・ 提案するネットブート・配信システムが動作する性能要件を満たすこと 
・ 1000BASE-T インターフェースを 4 ポート備え、ネットワークスイッチ間

と LACP によるチーミング(負荷分散)を行うこと 
・ IPMI や iLO などの管理ポートを備えること 
・ システム領域は SATA もしくは SAS インターフェースのディスクドライブ

で RAID1 もしくは RAID5 相当のディスク障害耐性を確保すること 
・ データ領域は SATA もしくは SAS インターフェースのディスクドライブで

RAID5+ホットスペア相当のディスク障害耐性（ディスク 2 台同時故障に耐

えうる）を確保すること 
 インターフェースに SATA を採用する場合は SATA で十分である事例

もしくは根拠などを示すこと 
 運用開始前のイメージ配信にてテストにて仕様書に記載するイメージ

配信時間や起動時間を満たすことができず、かつその原因がネットワー
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クではなくサーバ側のディスク I/Oであると本学が判断した場合はSAS
インターフェースのディスクドライブで再構築すること。また再構築の

費用は本調達に含めること 
・ ディスク容量は 1 イメージ 120GB×5 種類(windows2 種類, Linux, 予備 2

種類)×複数世代を想定した容量を確保すること 
・ RAID コントローラは 1GB 以上のライトキャッシュを有すること 
・ 電源ユニットを冗長化すること 
 電源ユニットを 2 つ備え、片方が故障してもサーバが停止しないように

すること。また、電源はホットプラグ(活性交換)に対応すること 
・ ネットブート・配信システムサーバとして機能する IA サーバは、本学サー

バ室の設置スペースの制限から、EIA 規格 19 インチラックに搭載可能であ

ること。また、全体として 4U 以下であること 
・ OS は Windows Server 2019(64bit)で構築すること 
・ 初回起動、アップデート時などに発生するトラフィックが既存設備に影響を

与えないよう考慮すること 
 
3.3. よろずサーバ A (教室用 AD, DNS プライマリ) [物理] 
・ CPU は 2019 年以降に発売された Intel Xeon Processor で 4 コア 8 スレッ

ド以上の性能であること。また、64bit 版の OS を動作できること 
・ メモリは 8GB 以上であること 
・ SATA インターフェースのディスクドライブで 300GB 以上の実効容量を備

えること 
・ 1000BASE-T インターフェースを 1 ポート以上備えること 
・ Windows Server 2019(64bit)のライセンスを備え、構築を行う事 
・ Windows Server 用 CAL ライセンスを 1 ユーザ以上用意すること 
・ RAID6 によりディスク障害耐性を確保すること 
・ RAID コントローラは 1GB 以上のライトキャッシュを有すること 
・ CD-ROM ドライブ/DVD-ROM ドライブの読み取りを行う光ディスクドラ

イブを内蔵すること 
・ 電源ユニットを冗長化すること 
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3.4. よろずサーバ B (教室用 AD, DNS セカンダリ, DHCP, ライセンス管理な

ど) [VM] 
・ VM は本学の仮想化基盤上に構築すること 
 Windows Server 2019 のライセンスが必要となる。 
 CPU コア数は表 1-3 を参照すること。 

 想定するＶＭのリソースは下記を目安として不足がある場合には本学

と協議を行い、性能を決定すること 
 ＣＰＵ コア数の割り当て 4 
 メモリ 8GB 
 ディスク容量 60GB 

 よろずサーバ A が提供する機能のうち、冗長化が可能なサービスはよろ

ずサーバ B で構築すること 
 Active Directory/ LDAP / Radius（NPS）認証 
 ドメイン、グループポリシー 
 教室用のＤＮＳ 

 
3.5. ユーザのネットワークストレージ(教室用ファイルサーバ) 
現行構成を図 3-1 に示す。現行構成と同程度の可用性と I/O 性能(通信速度や

物理ディスク回転数など)を見込むことができる提案を行い、構築すること。現

行構成では CIFS/SMB と NFS サービスをストレージサーバから切り離して管

理するために別途サーバを用意しているが、図 3-2 のようにストレージサーバ

側で冗長構成が実現できる場合には別途サーバを用意しなくてもよい。 
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図 3-1 現行のネットワークストレージ構成 

 
図 3-２ ネットワークストレージ構成案 

 
提案の参考とする現行仕様は下記の通りである。必ずこの通りに構成する必

要はないが、耐障害性及び同時アクセス性能などの性能について、現行性能以上

となるように提案を行うこと。教室用ファイルサーバには本学所有の仮想化基

盤は利用しないこと。 
・ 現用系と待機系においてレプリケーション機能により、教室用ファイルサ

ーバに格納されるデータ領域を同期すること 
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 光ケーブル等で 16Gbps 以上の通信速度を目安にすること 
・ 電源ユニットを冗長化すること 
 電源ユニットを 2 つ備え、片方が故障してもサーバが停止しないように

すること。また、電源はホットプラグ(活性交換)に対応すること 
・ 1000BASE-T の LAN ポートを 4 ポート以上備えること 
・ RAID6 によりディスク障害耐性を確保すること 
・ ディスクドライブはホットプラグによる活性交換ができること 
・ RAID コントローラのキャッシュ領域を 2GB 以上備えること 
・ ディスクドライブのスロット数が 16 以上であること 
・ RAID グループを複数構成することで耐障害性を確保すること 
 各 RAID グループにおいて 3TB 以上の実効容量を有すること 

・ 12Gbps 以上の SAS ボードを備えること 
・ 10000rpm 以上の性能を有するディスクドライブを使用すること 
・ 各ディレクトリ(ユーザデータを保存する領域)に quota などの(容量制限)の

設定を行えること 
・ スナップショット機能を有すること 
・ ストレージ故障時でもデータ復旧ができるように、外部 HDD などにデータ

をバックアップできる仕組みを構築すること 
 外部 HDD には 1 週間に 1 回ファイルを同期させること 

・ ストレージに保存されている個々のファイルに対してアクセス権(読込、書

込など)を設定する機能を有すること 
・ ファイルアクセスプロトコルとして NFS Version 3 以降及び CIFS/SMB に

対応すること 
・ 電源を冗長化すること 
・ 電源の規格は 100V, 入力周波数は 50/60Hz に対応すること 
・ 冗長化ファンに対応し、ファンのホットプラグによる活性交換が行えること 
・ EIA 規格 19 インチラックに搭載可能であること。 
・ OS 非依存の管理用コントローラにより、CPU、ファン、温度、電圧、ディ

スクの状態など、様々なハード異常を検知し、アラートを送信する機能を有

すること 
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3.6.  Microsoft365 認証連携(ADFS)システムの新規構築 
PC 教室にて Microsoft365 の Word, Excel, Power Point を導入すると、それ

らのアプリケーションを起動する度にユーザ認証が必要となる。教室端末を再

起動するたびに、それらのアプリケーションのユーザ認証が発生しないように、

windows ログイン時のアカウントで Microsoft365 が提供する Azure AD と認

証連携を行うシステムを提案し構築すること。オンプレミスで ADFS サーバを

構築することが基本であるが、認証連携用のオンラインサービスを用いても良

い。導入より 5 年間このシステム保守を行うこと。リース契約に含められない

提案は行わないこと。 
 

3.7. 監視サーバ [物理] 
 MiracleLinux8 や Windows Server2019 など、導入から 5 年以上サポ

ート可能な OS を導入すること 
 必要なライセンス費は本調達に含めること 

 監視に必要なソフトウェアのライセンス費用は本調達に含めること 
 ハードウェアの性能 
 ＣＰＵ コア数 4 以上 
 メモリ 8GB 以上 
 ディスク容量 SATA 250GB 以上 

 
3.8. バックアップ用外付け HDD 
・ ネットブート用のイメージファイルおよび教室用ファイルサーバの全ユー

ザデータをバックアップできること 
・ 以下の性能の機材を提案すること 
 RAID1 でミラーリングを行うことができること 
 1 台あたりのディスク容量 16TB（RAID1 の時は 8TB） 
 USB3.2（Gen1）インターフェースで接続できること 
 必要台数 6 台(ストレージ用 2 台, ネットブートイメージ用 2 台, 撤去予

定の fs2018-1 用、既存ネットワークストレージ退避用) 
 
3.9. 無停電電源装置(UPS) 
・ 本調達の各種サーバ(ネットワークストレージ・外付けも含む)に対して瞬電



- 22 - 
 

対策及び停電時 5 分間の給電できること 
・ 2 分以上 UPS に給電されない場合はサーバに対してシャットダウン信号を

送信すること 
・ 入力電源の規格は 100V, 入力周波数 50/60Hz に対応すること 
・ サージ保護機能を備えること 
・ EIA 規格 19 インチラックに搭載可能であること。 
・ UPS は調達から 3 年目に 1 度バッテリー交換を行うこと。それに係る費用

（交換用バッテリー、交換作業）等は調達に含めること。それ以外のバッテ

リー交換についてはスポット対応とし、別途調達を行うので本調達の費用に

含めないこと。 
 
3.10. KVM コンソールドロワーおよびスイッチ 
・ 本調達対象のサーバの画面表示、キーボード、マウス入力が可能であること 
・ KVM サーバコンソール、コンソールスイッチ、必要なケーブルを用意する

こと 
・ ラックに搭載可能であること 
 
 
3.11. 授業支援ソフトウェア 
学生端末のモニタリング、操作制限や画面制御、ファイルの配布などを行うた

めのソフトウェアとして Calabo LX(チエル 株式会社)もしくは V-Class(株式会

社 アルファシステムズ)を提案、導入すること 
 
3.11.1. 授業支援ソフトウェアの必須要件 
・ 授業支援ソフトウェアは単一の製品を導入すること(複数のソフトウェアを

組み合わせて実現しないこと) 
・ 下記機能を 3 教室(G201, G202, 新棟 PC 教室)の教卓端末で利用できるよう

にすること 
 教員画面を学生端末へ送信する 
 学生端末の画面を教卓 PC に表示する 
 画面受信およびサムネイル表示 

 教卓 PC から学生端末の画面をリモート操作する 
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 学生端末へファイルを一斉配布する・回収する 
 学生端末に対する操作ロックを行う 
 学生端末の電源管理を行う 
 端末の一斉起動およびシャットダウン 

 学生端末に対するブラウザやプログラム使用制限  
・ Windows ログオン ID により、Active Directory サーバから姓名または表示

名を取得して、教員側コントロールソフトに表示すること 
・ 教卓端末側で教室端末をコントロールできるように設定すること 
・ 利用する授業に応じた教室レイアウトをソフトウェア起動時に選択できる

こと 
 G201 単独, G202 単独, 新棟教室単独, G201+G202 合同 

・ 教室用端末、教卓用端末の OS イメージにインストールするソフトウェアで

あり、専用のサーバ機器や専用のハードウェアを必要としないこと 
 
4. 構築や移行を行うシステムについて 
4.1. 認証基盤システムの移行 
4.1.1. LDAP Manager アプリケーションサーバ 
・ ホスト名は ldapmsv-2022 とすること 
 本学所有の仮想化基盤の上に構築する場合には別途 Windows Server 

2019のライセンスが必要となる。CPUコア数は表1-3を参照すること。 
・ 大学がライセンスを保有する LDAP Manager 7 系最新版をインストールす

ること 
・ 既設サーバ(ldapmsv-2018)の LDAP Manager6 系の設定およびデータを全

て移行すること 
 
 LDAP Manager プラグインの設定も移行すること 
 CSV-LDAP 連携 
 ユーザ登録・更新用 
 卒業生用 

 LDAP-LDAP 連携 
 参照用 LDAP 反映 
 連携先 ldap2022-1 



- 24 - 
 

 グループ連携用 
 LDAP-AD 連携 
 AD パスワードフック 
 AD 反映 
 連携先 ad2022-1 

 AD グループ反映 
 LDAP-CSV 出力 
 卒業生ドメイン登録 
 教室用ファイルサーバ連携用 
 バックアップ用 
 パスワード確認(テスト用) 

 LDAP GROUP 
 メタ LDAP 用 

 LDAP SELF 
 論理削除用 
 物理削除用 
 パスワード期限切れ処理 

 管理者メンテナンス 
 ユーザ一般属性メンテナンス用 
 ユーザ停止処理用 
 ユーザ復帰処理用 
 ユーザパスワードメンテ 

 利用者プロファイルメンテナンス(利用者パスワード変更用) 
 有効期限チェック 

 
4.1.2. LDAP Manager LDAP(データベース)サーバ (VM1 台) 
・ ホスト名は ldap-m2022 とすること 
・ OS は Miracle Linux8 にて構築し、本学の仮想化基盤(ESXi)へインストー

ルを行うこと 
・ openldap もしくは 389 Directory Server をインストールし、既設サーバ

(ldap-m2018)の LDAP Manager6 系のデータを全て移行すること 
・ LDAP Manager アプリケーションサーバ上で動作する LDAP Manager 7
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からデータを参照、変更、削除が行えること 
 
4.1.3. LDAP Manager セルフメンテナンスサーバ (VM1 台) 
・ ホスト名は cas-2022 とすること 
・ OS は Miracle Linux8 にて構築し、本学の仮想化基盤(ESXi)へインストー

ルを行うこと 
・ LDAP Manager のセルフメンテナンスソフトウェアをインストールするこ

と 
 Exgen 社が推奨している Tomcat の最新バージョンをインストールする

こと 
 下記のソフトウェアを本調達で構築した LDAP Manager と連携できる

ようにセットアップすること 
 利用者プロファイルメンテナンス 
 利用者プロファイルメンテナンス設定 
 管理者メンテナンス(Servlet) 
 管理者ポータル 

 
4.1.4. 参照用 LDAP マスターサーバ (VM1 台) 
・ ホスト名は ldap2022-1 とすること 
・ OS は Miracle Linux8 にて構築し、本学の仮想化基盤(ESXi)へインストー

ルを行うこと 
・ LDAP Manager のセルフメンテナンスソフトウェアをインストールするこ

と 
・ LDAP Manager アプリケーションサーバ(ldapmsv-2022)から LDAP 連携

プライグインでデータを同期させること 
 
4.1.5. 参照用 LDAP レプリカサーバ (VM1 台) 
・ ホスト名は ldap2022-2 とすること 
・ OS は Miracle Linux8 にて構築し、本学の仮想化基盤(ESXi)へインストー

ルを行うこと 
・ 参照用 LDAP マスターサーバとレプリケーションを行い、データを同期さ

せること  
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4.2. 教室端末管理 
4.2.1. 教室端末管理用サーバ (物理 2 台) 
・ 全教室端末および教卓端末へ更新データの一斉配布を行うために必要な構

成を提案し、構築すること 
 
4.2.2. ユーザのネットワークストレージ(教室用ファイルサーバ) 
・ ファイルサーバは教室端末約 200 台から同時アクセスされても十分な応答

が可能な構成を提案し、構築すること 
 200 台から 1MB 程度のファイルを 15 ファイル同時にネットワーク経

由で書き込みを行った場合においても 10 分以内に書き込みが完了でき

ることを目安とする 
・ データの読み書き権限は既設ファイルサーバの設定を踏襲すること 
 グループは入学年度や教員、職員の単位で管理すること 
 Windows ではそのユーザのディレクトリを Z ドライブとしてマウント

すること 
 Linux では/home/グループ名/ユーザ名にマウントすること 
 各ユーザのディレクトリ内にあるデータはそのユーザ以外は権限を与

えないこと(参考：図 4-1) 
 各ユーザのディレクトリにおいてデータ容量 2GB 上限(ハードリミッ

ト)を設定すること 

 
図 4-1 既設ファイルサーバ内に保存されている学生データの操作権限 

 
・ 新入生や教職員が新たに LDAPManager に登録された場合は自動的に各ユ

ーザのディレクトリを作成すること 
 各ユーザのディレクトリはテンプレートとなるディレクトリを用意す

ること 
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 テンプレートからコピーしたのちに適切なユーザ権限に変更すること 
 バッチ処理で 1 日 1 回新たなユーザが存在するか確認して作成すること 

 
4.2.3. よろずサーバ A (物理 1 台) 
・ ホスト名は ad2022-1 とすること 
・ Windows Server2019 で構築すること 
 LDAP Manager から AD 連携をプラグインでデータを同期させること 

・ Active Directory/ LDAP / Radius(NPS)認証を構築すること 
 各種設定は既設設備からデータ移行を行うこと 
 ドメイン、グループポリシーも既設設備から移行すること 

・ 教室用のＤＮＳを構築すること 
 設定は既設設備から移行すること 

・ 教室設備に必要なライセンスサーバを構築すること 
 ＳＣＩＧＲＥＳＳ 最新版 
 ＳＰＳＳ 最新版 
 IntelliJ IDEA 最新版 

・ 既設サーバの ad2018-1 から mcpc.chitose.ac.jp の DNS データを移行する

こと 
・ 教室端末用の DHCP サーバとして用いてもよい 
4.2.4. よろずサーバ B (VM1 台) 
・ ホスト名は ad2022-2 とすること 
・ Windows Server2019 で構築すること 
 よろずサーバ A の ActiveDirectorｙと連携しデータの同期を行うこと 

・ よろずサーバ A から DNS の同期を行うこと 
 

4.2.5. Azure AD 連携用サーバ(VM1 台) 
・ ホスト名は ad-connect2022 とすること 
・ 本学所有の仮想化基盤に Windows server 2019 をインストールすること 
 Windows Server 2019 のライセンスが必要となる。 
 CPU コア数は表 1-3 を参照すること。 

・ よろずサーバ A から本学が契約している Microsoft365 の認証として利用し

ている Azure AD へアカウントデータの同期を行うこと 
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4.2.6. Microsoft365 の Office ソフトウェア認証連携（ADFS）システム 
・ 本学所有の仮想化基盤の上に構築する場合には別途 Windows Server 2019

のライセンスが必要となる。CPU コア数は表 1-3 を参照すること。 
・ 教室端末で利用する Microsoft365 ソフトウェアを起動するたびに認証が行

われないように認証連携システム(ADFS)を構築すること 
 
4.2.7. 監視サーバ(物理 1 台) 
・ 本調達で導入するサーバ(物理, VM)の死活監視を行うこと 
 ハードウェア障害を検知した場合はメールで大学の管理者へ通知する

こと 
・ 本調達で導入するサーバのモニタリングを行うこと 
 SNMP などを用いて、CPU、メモリ、ディスク容量、ディスク IO の値

を取得すること 
 モニタリングのタイムスケールは 1 日、1 週間, １ヵ月, 1 年を選択

できること 
・ 設定やモニタリングの画面ではユーザ認証を行い、特定のユーザ以外はアク

セスできないように設定すること 
 
4.2.8. 教室端末と LDAP Manager の認証連携 
・ 教室端末の windows10 及び windows11 からパスワード変更を行った場合

は LDAP Manager に変更の通知を行い、変更したパスワードを LDAP 
Manager に適用させること 

 
4.2.9. 各教室端末 
・ ネットブート・配信システムから配信される Windows11、Windows10 

Education 及び Ubuntu20.04 の OS イメージを起動できるようにすること 
・ OS は教室端末起動時にどれを起動するか選択できるようにすること 
 
4.2.10. H102 レイアウト変更 
・ 下記のイメージのように机及び床下の LAN ケーブル、電源コンセントのレ

イアウト変更を行うこと 
 教室はフリーアクセスフロアであり、端末に必要となる LAN ケーブル



- 29 - 
 

と電源コンセントは十分な数を備えているが、現在はレイアウトが異な

る 

 

 
4.2.11.   H102 教卓用およびプリンタ用の LAN ケーブル 
・ 教卓にのみ LAN ケーブルが設置されていないため、教卓横のフロアスイッ

チから床下のフリーアクセスフロアを通じて教卓へ LAN ケーブルを 2 本利

用できる状態にすること(フロアスイッチと教卓間は 5～10m 程度) 
・ 教卓横のフロアスイッチから床下のフリーアクセスフロアを通じてプリン

タ設置場所へ LAN ケーブルを 2 本利用できる状態にすること（フロアスイ

ッチとプリンタの机までは 10～15m 程度） 
 
5. 性能・機能以外の要件 
本章に係る項目に要する費用は全て本調達に含まれる。 

5.1. 設置条件 
・ 各種機器の設置については本学と協議しながら決めること 
5.2. 搬入、据付、配線、調整、ソフトウェアインストールおよび撤去について 
・ 搬入、据付、配線、調整、撤去、現状復帰及びこれに付帯する工事は全て受

注者が責任をもって実施すること 
・ 作業日程については本学と協議しながら決めること 
・ 本調達対象のサーバをラックにマウントする場合は、既設の 38U ラックに
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収めること。 
・ 性能、機能に関する要件の各項目で機器の接続に際し、特に記載がない場合

でも、要件を満たすために必要なインターフェース、アダプタ、ケーブル、

及び、ドライバーソフトウェア等を実装すること 
・ 本調達によるシステム内の機器において、パラメータの設定・変更作業を別

途協議の上、本学の指示により行うこと。変更の都度、設定ファイルのバッ

クアップを本学が指定する場所に保存すること。 
・ 受注者はシステム設置調整後、仕様に定められた機能、性能であることを本

学担当者立ち合いのもとで確認すること。 
・ 本システムにおいて調達したソフトウェアのインストール及び調整は全て

受注者が責任をもって実施し、利用可能な形で提供すること。 
・ 本学が別途調達するソフトウェアについても手順書やマニュアルに従い導

入すること 
 
5.3. 設計や設定、実装について 
・ 詳細設計については受注後に本学と協議しながら行うこと 
 各 OS の NTP, DNS, ブラウザ設定, ユーザプロファイル, その他本シ

ステムに必要な設定など 
 これまでの講義を継続できるように設計、設定および実装を行うこと 

 
5.4. 調達機器の保守について 
・ 教室端末と教卓端末の機材保守はメーカー標準の保守のみとし、故障の際

は予備機と交換し、故障機器は必要に応じて修理のスポット対応とする 
・ サーバなどの管理機器については 5 年間のオンサイト保守とする 
・ メーカーの標準保守は、メーカーによって異なるため、購入後何年間、故

障機材にたいしてどのような対応が行えるのか提案書に記載すること 
・ 機材と必要な保守の一覧は表 4-2 を参照すること 
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機材 機材保守 

教室用端末, GPU 端末 

メーカー標準保守+スポット保守 

（メーカー標準保守が無い場合においても、 

納品から 1 年以内に故障した機器については初期不良交

換に応じること） 

教卓用端末 

ディスプレイ ワイド型 

キーボード・マウス 

ヘッドセット 

Web カメラ 
 

各種サーバ 
メーカー標準保守+ 

5 年間オンサイト保守(平日 9:00-17:00 対応) 

UPS 

メーカー標準保守+ 
5 年間オンサイト保守(平日 9:00-17:00 対応) 

メーカー標準保守+経年劣化対応 

表 4-2 機材と必要な保守の一覧表 
 
5.5. 保守体制について 
5.5.1. リリース直後の技術支援について 
 これまでの講義が継続できるように設計、実装を行う予定であるが、リリース

から 2 週間程度は通常保守よりも迅速な対応を行えるように準備しておけるこ

とが望ましい。リリース直後のみスポット対応で保守を手厚くできる場合はこ

れを提案し、その費用を本調達に含めること。 
 
5.5.2. 課題管理について 
・ 良好な運用の継続に備えるために本学と年に 1 度ミーティングを行い、本

システムの状態に関する報告や改善の提案を行うこと。ミーティングに必

要な工数などは本調達の費用に含めること。 
 ミーティングは本学が実施依頼を行ったタイミングで開催する 
 本学から依頼が無い場合はその年度のミーティングをスキップとす

る 
 ミーティングのメンバーは本学から代表者 1 名、受注ベンダー営業 1 

名、受注ベンダー技術員 1 名を最小とする 
 課題管理は本学が資料を用意する 
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 課題の単位は本学からの障害連絡、問い合わせ連絡単位で管理する 
 議題は運用中のワークアラウンド対応を根本対応に切り替える、

JPCERT から報告されている脆弱性の対応を進めるなど 
 
5.5.3. 教室及び教卓端末 OS イメージの更新・保守体制について 
・ 本システムは導入から 5 年間利用する想定であるが、その間に利用者から

様々な要望が新たに発生する可能性がある。OS やソフトウェアのパラメ

ータ調整で解決できる場合には、保守の範囲内でこれを行うこと。 
・ 年に 2 回(3 月、9 月)教室端末のソフトウェア定期更新を行うこと 
 Windows Update, 各種アプリケーションの更新作業 
 授業にて新たに必要となったアプリケーションのインストール作業 
 可能であればソフトウェア起動時にライセンス認証ダイアログが表

示されないようにすること 
 故障した PC の交換作業 
 機材設置や DHCP への mac アドレス登録などを含む 

 プリンタ設備を改定した場合には、プリンタドライバの更新や各種設定

などを行い、プリンタが利用できる状態にすること 
 プリンタ設備を改定した場合におけるクライアント OS 側の設定労

務について本調達費用に含めること 
 プリンタサーバの設定については本学からプリンタを受注したベン

ダーに依頼する 
・ ソフトウェアの脆弱性や急を要するインストール作業を本学の責任で行

うことがあるので、OS イメージの更新体制は本学と協議し、運用のサポ

ートを行うこと 
・ ソフトウェア障害が発生した場合には、来学、通信連絡又は遠隔操作のい

ずれかにより復旧措置をとること 
・ 遠隔操作を行う場合は暗号化された安全な経路を本学から提供するので、

それを利用すること 
・ 導入ソフトウェアのセキュリティホール及びコンピュータウイルスによ

る本システムの機能低下を未然に防ぐため、脆弱性や不具合が発見された

場合は迅速に報告を行うこと。また、その対応方法を本学と協議し、ソフ

トウェアアップデートやセキュリティパッチの適用、設定変更などによる
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防止策を速やかに行うこと 
・ 無停電電源装置のバッテリー劣化など経年劣化が予想される機器は、その

性能機能を維持すること 
・ 利用状況を把握し、本学と協議の上、システムの負荷分散の最適化、OS や

アプリケーションの設定変更、quota の設定など、必要に応じてオンサイ

トで技術サポートを行うこと 
・ 本学の講義で利用するソフトウェアの設定について技術支援を行うこと 
・ 本学では年に一度、法定停電を実施している。この作業を行うときにシャ

ットダウン処理やコンセントを外すなどの作業が必要となる場合がある

ので、本学が受注者に依頼した場合はオンサイトで作業及び技術支援を行

うこと。この作業はスポット対応とし、本調達には含めないこと。 
 
5.5.4. ネットブート・配信システムの保守について 
・ 利用中にネットブート製品のライフサイクルが終了した場合、最新 Ver に

アップグレードすること。ネットブート製品をアップグレードする費用及

びアップグレード時に必要となる OS のイメージ再作成費用は本調達の費

用に含めること 
・ 受注時の 5年保守契約において受注ベンダーが責任をもって保守を行うこ

と 
 Windows 10 の update ができない状態とならないように努めること 
 

5.6. 本システムの問い合わせ対応及び障害対応について 
5.6.1. 対応時間の定義について 
・ 問い合わせや障害対応に要する時間は本学の通常業務時間で考え、1 日あ

たりの営業時間を 8 時間(9:00-17:00)とする 
 

5.6.2. 障害および問い合わせの受付窓口について 
・ 電話の受付窓口を 9:00-17:00 で用意すること 
・ メールの窓口は 24 時間受付を行うこと 

 
5.6.3. 障害対応について 
・ 障害とはシステムトラブルにより、本学の講義進行に支障が発生している
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状態を示す 
・ 本システムに障害が発生した場合、連絡後 2 時間以内に到着できる場所に

1 次対応(現象把握、原因切り分け対応)が可能な技術者が常駐すること。 
・ 対応開始から復旧までの流れを体制図などで示すこと 
・ 障害対応における復旧時間は 16営業時間(2日)以内を目安として保守体制

を用意すること 
 2 教室以上で講義進行に支障が発生するよう緊急度の高い障害の場合は

本学と協議し、営業時間外においても対応を行えるように努めること。

なお、営業時間外における費用は本調達に含めること。 
・ 本学職員から障害発生の通報後、平日 9:00〜17:00 の間で 1 営業時間以内

に調査を開始すること 
 調査の結果、手順書による定型作業で復旧できる場合は本学に連絡し、

対応の指示を行うこと 
 調査の結果、本学にて対応できないソフトウェア障害については、ただ

ちに復旧作業を開始すること 
 調査の結果、ハードウェア障害だった場合は本学に障害場所、障害機器

の連絡を行うこと。また、本調達の保守契約に準ずる機器交換作業を行

うこと 
・ 障害の調査過程に必要となる工数については本契約の範囲内とする 
・ 障害を未然に防ぐための適正な定期点検及び予防保守を受注者が一括して

行う体制をとること 
・ 休日であっても、オープンキャンパス等のイベントで利用する可能性がある

ため、障害対応ができることが望ましい。可能ならば提案を行うこと。 
・ 本システムには「ユーザのファイルシステム(筐体部分)」「認証 AD サーバの

一部機能」など、シングルポイントが存在する。シングルポイントについて

障害復旧フローと想定される復旧までの時間を示すこと。 
・ 本学が障害報告書を求めた場合は応じること 
 障害報告書は本学が求めてから 120 営業時間(約 3 週間)以内に提出する

こと 
 報告書には障害発生時刻、障害検知時間、復旧した時間、障害原因、再

発防止策を記載すること 
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5.6.4. 問い合わせ対応について 
・ 問い合わせとは障害以外の連絡を示す 
・ 問い合わせ対応の着手時間は 16 営業時間(2 日)以内を、解決までの時間は

56 営業時間(7 日)以内を目安として保守体制を用意すること 
・ 問い合わせについては土日祝日の対応を不要とする 

 
5.7. 現行システムからの移行について 
5.7.1. 教室用ファイルサーバの移行について 
・ 教室用ファイルサーバの移行作業は行わない 
・ 既設の教室用ファイルサーバのデータをバックアップすること 
 重要なファイルは学生各自で事前にバックアップしておくよう指示す

るが、移行後にデータを求められる可能性があるため、本調達のバック

アップ用外付け HDD にデータをコピーすること 
 

5.7.2. よろずサーバ(教室用 AD)の移行について 
・ 本システムで必要となる AD/LDAP/Radius 認証サーバは新規構築、もしく

は既設サーバからの移行を行うこと 
 LDAP Manager(64bit)パスワード同期(フックモジュール)をインストー

ルすることで既設の LDAP サーバからアカウントの同期が可能 
・ DNS は既設の mcpc.chitose.ac.jp ドメインの移行を行うこと 
・ SPSS 及び MATLAB のライセンスサーバソフトウェアはソフトウェアメー

カーの手順に従い、移行もしくはインストール作業を行うため、導入支援を

行うこと 
 MathWorks 社のアクティベーションソフトウェア 

IBM SPSS Concurrent Licensing Tools 
 
5.8. よろずサーバにおけるサービス要件について 
・ よろずサーバを利用する次のサービスはいずれのサーバが停止した際に

おいても、本システムに対して影響を与えないように冗長化すること。冗

長化をサポートしていないソフトウェアは、冗長化の対象外とする。冗長

化できないソフトウェアについては物理機材が故障した際の復旧方法に

ついて提案を行うこと。 
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・ よろずサーバでは本システムが必要とする AD 認証、LDAP 認証、 

Radius 認 証 、 NPS(Network Policy Server) 、 DHCP サ ー バ 、

DNS(mcpc.chitose.ac.jp)サーバ、TFTP サーバ、KMS サーバを動作させ

ること。また、授業支援ソフトウェアがサーバを必要とする場合は、よろ

ずサーバで動作させること。 
・ よろずサーバでは本学が別途用意する LDAP Manager エージェント、

MATLAB ライセンスサーバ、SPSS ライセンスサーバを動作させること 
 
5.8.1. その他の機能について 
上記以外にも要件を満たすために必要とされる機能については本学と協議し、

受注者が責任をもってシステム導入もしくは移行作業を行うこと。なお、その際

によろずサーバを利用してもよいが、性能面、機能面に配慮し、適切な構成とす

ること。またその費用を本調達に含めること。 
 
5.9. 導入システムの設定について 
5.9.1. 教室端末管理用ネットブート・配信システムについて 
・ 教室端末管理用ネットブート・配信システムについて本学の講義に不都合が

でないように設定すること 
 
5.9.2. サーバ用の OS について 
・ 5 年以上のサポート可能なライセンスを本調達にて用意すること 
・ 必要となる Windows Server2019 および CAL ライセンスも本調達にて用意

すること 
 
5.9.3. 教室端末及び教卓端末の OS について 
・ 本学がマイクロソフト社と締結している教育機関向け総合契約 (以下

MICROSOFT 365 A5)に基づく windows11 Education(64bit)と windows10 
Education(64bit)、Ubuntu20.04LTS のイメージを作成し、教室端末からブ

ートできるようにすること 
・ Ubuntu20.04 はユーザの書き込みにより、システム領域が汚染されないよ

うに構築すること 
 Read Only にできないマウントポイント(/var など)は loop back mount
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や unionfs などにより、ユーザが書き換えても OS 再起動時は元に戻る

ように本学と協議し設計すること 
 
5.9.4. 教室端末及び教卓端末の OS 共通事項 
・ OS へのログインは AD ないし LDAP 認証とすること 
・ ログインユーザに合わせたホームディレクトリをマウントすること 
 Windows は Z ドライブ、Ubuntu は/home/学年/ログインユーザ名から

教室用ファイルサーバに保存されているデータを操作できるようにす

ること 
・ 各種ソフトウェアが正常に動作すること 
・ OS は本体に搭載されている CPU で動作すること 
・ ソフトウェアグループ A は全ての OS で動作すること 
・ ソフトウェアグループ B、C、D は Windows で動作すること 
・ 既設設備のプリンタドライバ(Canon LBP322i, LPB853Ci)をインストール

し、各教室でプリンタを利用できるようにすること 
・ 印刷時に指定できるプリンタは教室内のプリンタだけが表示されることが

望ましい 
・ その他の環境設定については導入時に大学の担当者とよく協議して設定を

行うこと 
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ソフトウェアグループ A (無償ソフトウェア) 

・   ウイルス対策ソフトウェア(windows defender) 
・   Mozilla Firefox、Google Chrome 最新版 
・   Perl 5 系、Python 3 系(Anaconda による管理) 
・   Adobe Reader 最新版 
・   JDK17 系最新版 
 
・   R(統計分析ソフト) 
 

ソフトウェアグループ B (ライセンス認証系) 

・    本学がマイクロソフト社と締結している教育機関向け総合契約

(MICROSOFT 365 A5)に基づく Office 最新版、Visual Studio Professional 
2017 及び Microsoft SQL Server 及び Word, Excel, PowerPoint 
・   本学が別途用意する FileMaker Pro Advanced(ファイルメーカー社) 
・   教育支援ソフトウェア(本調達) 
ソフトウェアグループ C (フローティングライセンス系) 

・   本学が別途用意する MATLAB (MathWorks 社) 
・   本学が別途用意する SPSS Statistics(IBM 社) 
・   本学が別途用意する SCIGRESS MO Compact(富士通社) 
・   本学が別途用意する IntelliJ IDEA (Jetbrains 社) 
ソフトウェアグループ D (無償ソフトウェア) 

・   Cygwin 、iTunes 、WinSCP 、TeraTerm 最新版 
・   WSL2(Ubuntu) 
・  Jw_cad、Mery 最新版 
・  CircuitMaker (本学が用意) 

・ pTeX コマンド関連(platex、Dviout、Ghost script、GSView) 
 
 

 
  



- 39 - 
 

5.9.5. 授業で利用しているハードウェアの技術支援 
・ 本大学の講義にて H8 マイコン実験キット Ver.2(アドウィン社)を利用する

授業がある。アドウィン社の公式情報では Windows10 と最新の Cygwin の

組み合わせで動作をサポートしているが、本調達機器との相性問題によって

正常に利用できない可能性があるため、本システムの受注決定後に教室端末

のデモ機を事前に準備し、本学が実施する動作確認に協力すること 
 

5.9.6. ユーザのホームディレクトリ 
・ 本学と協議しながら新たに設計を行うこと 
・ 環境復元を考慮し、移動プロファイルは利用しないこと 
 
5.9.7. 配線類について 
・ LAN 配線や電源タップなどのケーブル類については既設の設備を流用して

もよい 
・ 本システムを構築する上で必要なケーブル類は本調達費用に含めること 
 教卓端末からプロジェクターへ画面出力するためのインターフェース

は VGA（D-Sub）であるため、HDMI もしくは Display ポートから出

力する場合には D-Sub への変換ケーブルを用意すること 
 
5.10. テストの実施 
システム導入完了後に本学の担当者が準備した各種テストを実施すること。

テストの結果に異常があった場合、受注者はその原因切り分けの調査及び問題

解決を行うこと。その費用は本調達に含めること。下記テストは本学で最低限実

施したほうが良いと判断しているものであり、本システムのテストとしては十

分ではない可があるため、受注者は受注決定後から導入までに本学と協議し、本

システムの要件を満たしているかを確認するために十分なテストを実施するこ

と。 
 
5.10.1. 授業利用に関するテスト 
・ 各種 OS イメージを起動し既存のユーザがログインできること 
・ 各種 OS イメージを起動し新規作成したユーザでログインできること 
・ 各種 OS イメージでプリンタが利用できること 
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・ 各種 OS イメージでアプリケーションが全て起動すること 
・ 教卓 PC からプロジェクターに出力できること 
・ 既設スイッチャーによる 2 教室連携機能が正常に利用できること 
・ C 言語のコンパイルが e ラーニングのテキスト通りに実行できること 
・ 各教室からプリンタに印刷できること 
・ 各教室でプロジェクターに PC の画面を出力できること 
・ 教室端末で再生した動画の音声が教室のスピーカーから流れること

(B101,B102,B201～204,B301～304,G201,G202,H102 教室で実施) 
・ 教室端末、教卓端末を全て WOL(Wake On LAN)で起動できること 
・ 教室端末の一斉起動を行い、OS 選択画面からログイン画面が表示されるま

でに 60 秒以内であること 
・ ログイン後に windows のデスクトップ画面が表示されるまでに 90 秒以内

であること 
・ 導入設備が仕様通りに動作すること 
・ 教室端末に導入した各種ソフトウェアが起動すること。また、ライセンス認

証画面などが表示されるなど、利用できない状態ではないこと 
・ H8 マイコン実験キット Ver.2(アドウィン社)が動作すること 
・ 全教室の全端末に同時ログインした場合においても Z ドライブやホームデ

ィレクトリを全ての端末で正常にマウントできること 
・ 全教室の端末から一斉に 1MB 程度のファイルをホームディレクトリに保

存を行ったときに 30 秒以上待たされないこと 
 
5.10.2. 学内サービスに関するテスト 
・ 学外の回線から VPN 接続ができること(Radius 設定確認) 
・ 教室端末から学内ポータルにログインできること 
・ 教室端末から学習カルテにログインでいること 
・ 教室端末から図書システムにログインできること 
・ 教室端末から本学のWebサイト(https://www.chitose.ac.jp/)にアクセスでき

ること 
 
5.10.3. 事務業務に関するテスト 
・ LDAP Manager に登録したユーザのデータが AD に反映されること 

https://www.chitose.ac.jp/
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・ LDAP Manager に登録したユーザのホームディレクトリが教室用ファイル

サーバに作成されること 
・ 既存ユーザのパスワード変更が正常に AD に反映されること 
・ LDAP Manager から削除したユーザのデータが AD に反映されること 
・ LDAP Manager に登録したユーザのホームディレクトリが教室用ファイル

サーバにから削除されないこと 
 

5.10.4. その他テスト 
・ 冗長化機器の切り倒し確認、初期不良の有無など本システムが仕様を満たす

ことを確認するテストを行うこと 
 
5.11. 機材の撤去について 
5.11.1. 既設の教室端末及び教卓端末の撤去 
既設の端末及びディスプレイ及びその付属品(キーボード、マウスなど)を撤去

すること。撤去対象の教室は G201,G202,F104,H102,図書室,就学支援室に設置

されている端末(約 330 台)とする。 
・ 撤去方法  
 撤去先である機械室の床を傷つけないようにあらかじめビニールシー

トなどを敷くこと。運搬には台車を用いること。運搬経路である廊下の

養生は不要とする。 
 機器は再利用する可能性があるので乱暴には扱わないこと 
 端末及びディスプレイに接続されている電源ケーブル、マウス、キーボ

ード、ヘッドフォンを外し、種類別で段ボールに収納すること 
 端末と電源ケーブルの撤去先 
 端末に設定されている BIOS/UEFI パスワードを全て解除すること 
 電源ケーブルは絡まないように結んで収納すること 
 大学院棟 1 階 メディアラボ横の倉庫 200 台 
 講義棟 2 階 サーバルーム 残り全て(約 130 台) 

 ディスプレイの収納と撤去先 
 ディスプレイは全て台座から外し、それぞれ別の段ボールまたはケ

ースに収納すること 
 収納用の段ボールまたはケースは本調達に含めること 
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 大学院棟 1 階 メディアラボ横の倉庫 ７０台 
 講義棟 2 階 サーバルーム 残り全て(約 260 台) 

 キーボードとマウス、ヘッドフォンの収納と撤去先 
 キーボードとマウス、ヘッドフォンはそれぞれ別の段ボールに収納

すること 
 ケーブル類が段ボール内で絡まないようにケーブルを結んで収納す

ること 
 大学院棟 1 階 メディアラボ横の倉庫 ７０台 
 講義棟 2 階 サーバルーム 残り全て(約 260 台) 
 

5.11.2. 既設サーバ類の撤去 
 本システムで調達するサーバを収めるラックには、停止しているサーバ、UPS
などの装置がマウントされているため、これをラックから取り外し、同じフロア

にある講義棟のサーバ室へ移動させること。撤去対象の機器は全て 10 周年記念

棟のサーバルーム内のラックにあり、機器数は１０台程度である。 
 
5.12. マニュアルについて 
・ ハードウェアマニュアルは機種毎に 2 部提供すること 
・ 基本ソフトウェア及び運用管理マニュアルは 2 部提供すること 
・ アプリケーションソフトウェア関連のマニュアルは 2 部提供すること 
・ マニュアルは全て日本語または英語で記述してあること 
・ マニュアルに改定があった場合はその都度 2 部提供すること 
・ マニュアルが電子媒体で提供されている場合は、本学と協議し、提供するこ

と 
 
5.13. 完成図書について 
・ 完成図(紙)書を 1 部納品すること 
・ 完成図書(電子データ)を CD もしくは DVD で 1 セット納品すること 
・ 完成図書には下記の内容を含めること 
 受注決定から納品までに作成した資料一式 
 本システム引き渡し前のテスト結果 
 各設備の完成写真 
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・ 運用開始前における端末起動時間の調査結果 
 教室端末側で OS イメージをキャッシュした状態での起動時間 
 教室端末が利用するイメージ更新した直後に G201 教室の端末を一斉起

動した場合の起動時間 
 教室端末の OS イメージを 1 世代分ロールバックした直後の起動時間 
 教室端末側にキャッシュが存在しないOSイメージ(複製直後のOSイメ

ージなど)の起動時間 
・ 障害などからリビルドするときの参考資料として下記の内容を含めること 
 各種サーバの OS やソフトウェアの設定変更点(箇条書き) 
 教室、教卓端末の OS イメージと OS 内のソフトウェアの設定変更点(箇

条書き) 
 教室、教卓端末の Linux イメージにて変更した Config ファイル一式 
 教室、教卓端末の OS イメージ用に作成されたスクリプトファイル一式 
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